
22017.8

〈
牛
窪
氏
講
演
会
要
旨
〉

　

社
会
の
消
費
傾
向
は
各
世
代
の
時
代
背
景

や
価
値
観
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
こ
れ

か
ら
の
ト
レ
ン
ド
と
し
て
は
、
拡
大
す
る
シ

ン
グ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
向
け
の
プ
チ
家
電
・
少
量

食
品
や
、
堅
実
志
向
に
合
わ
せ
た
コ
ン
パ
ク

ト
化
、
さ
ら
に
親
・
自
分
・
子
ど
も
の
３
世
代

を
狙
っ
た
商
品
開
発
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
世
代
毎
の
特
性
は
消
費
に
大
き
く
影
響

し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ニ
ー
ズ
を
読
み
解
く
カ

ギ
と
な
る
た
め
、
皆
様
の
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

各
世
代
の
特
性
と
し
て
は
次
の
と
お
り
。

①
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代（
現
40
～
45
、46
歳
）

　

＝ 

貧
乏
ク
ジ
世
代

　

就
職
直
前
で
バ
ブ
ル
が
崩
壊
、
労
働
者
派

遣
法
の
改
正
に
よ
る
派
遣
社
員
の
増
加
、
男

性
の
昇
給
難
と
い
っ
た
時
代
背
景
か
ら
、
堅

実
で
ノ
ン
ブ
ラ
ン
ド
志
向
が
高
ま
る
。ま
た
、

結
婚
や
子
育
て
を
し
に
く
く
な
り
、
少
子
高

齢
化
が
進
む
き
っ
か
け
と
な
る
。

②
ア
ラ
サ
ー
・
草
食
系
世
代（
現
29
～
37
、38
歳
）

　

＝ 
右
肩
下
が
り
世
代

　

競
争
を
嫌
い
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
よ
り
も
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
を
好
む
。
見
栄
を
張
る
よ
り
も

現
実
的
で
節
約
家
。
将
来
に
漠
然
と
し
た
不

安
を
抱
え
て
い
る
。
エ
コ
に
関
心
が
あ
り
、

地
元
や
親
が
大
好
き
。

③
ゆ
と
り
世
代（
現
19
～
28
、29
歳
）

＝ 

さ
と
り
世
代

　

単
純
に
安
い
か
高
い
か
で
は
な
く
、
長
期

的
な
「
コ
ス
パ
」
を
考
え
て
消
費
を
す
る
。

物
事
の
意
味
や
結
果
な
ど
、
先
々
の
リ
ス
ク

を
深
く
考
え
て
い
る
。親
元
や
地
元
を
好
み
、

地
元
就
職
希
望
者
も
多
い
。

〈
福
田
会
頭
挨
拶
要
旨
〉

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
、
生
産
性
向

上
に
つ
い
て
の
話
題
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、

日
本
商
工
会
議
所
で
は
、
中
小
企
業
で
も
導

入
で
き
る
よ
う
先
進
事
例
を
準
備
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
承
継
に
つ
い
て
も
話
題
に
上
っ

て
い
る
が
、
中
小
企
業
の
事
業
承
継
が
な
か

な
か
進
ま
な
い
点
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
30

年
度
の
税
制
改
正
に
お
い
て
、
事
業
承
継
税

制
の
抜
本
改
革
に
向
け
て
、
商
工
会
議
所
と

し
て
舵
を
切
っ
て
い
き
た
い
。
事
業
承
継
に

は
５
～
10
年
か
か
る
た
め
、
早
め
に
準
備
し

て
い
た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
事
業
承
継
を
進

め
る
た
め
に
も
、
今
後
も
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修

会
等
、
商
工
会
議
所
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

地
域
の
企
業
の
活
躍
を
応
援
す
る
と
と
も

に
、会
員
の
皆
様
に
は
会
議
所
活
動
へ
の
ご
理

解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

　

平
成
29
年
会
員
大
会
を
７
月
24
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
新
潟
に
お
い
て
３
１
０
名
の
会
員
参

加
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。
第
一
部
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
牛
窪 

恵
氏
が
「
明

日
か
ら
経
営
に
役
立
つ
！
～
今
の
消
費
者
の
価
値
観
と
コ
コ
ロ
と
は
？
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
、
第
二
部
は
福
田
会
頭
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
米
山
隆
一
新
潟
県
知
事
並
び
に
、
篠
田
昭
新
潟

市
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
古
町
芸
妓
の
踊
り
も
披
露
さ
れ
、
盛
大
に
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

会
員
企
業
の
発
展
に
向
け
、
会
員
同
士
の
交
流
を
図
る
！

～
平
成
29
年
会
員
大
会
を
開
催
～

挨拶する福田会頭

講演する牛窪氏
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会議所の き動
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ロ
シ
ア
視
察
研
修
ツ
ア
ー
を
実
施

～
新
潟
空
港
利
用
促
進
事
業
～

　

当
所
霜
鳥
雅
徳
副
会
頭
を
団
長
と
し
て
、

新
潟
・
ロ
シ
ア
チ
ャ
ー
タ
ー
便
利
用
ツ
ア
ー

を
、
７
月
22
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
実
施
し

ま
し
た
。

　

新
潟
―
ロ
シ
ア
極
東（
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
・

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
）航
空
路
線
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
夏
季
期
間
を
中
心
に
、
期
間
限
定
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運
航
さ
れ
て
い
ま
す
。（
本

年
度
の
運
航
期
間
：
７
月
18
日
～
８
月
26
日
）

　

今
回
の
目
的
は
、
ヤ
ク
ー
ツ
ク
航
空
に
よ

る
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
搭
乗
率
ア
ッ
プ
に
寄
与

し
、
ロ
シ
ア
極
東
航
空
路
線
の
利
用
促
進
を

図
る
も
の
で
、
23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

23
日
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
内
視
察
で

は
、
在
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
日
本
総
領
事
館
の

笠
井
総
領
事
か
ら
各
都
市
の
経
済
情
勢
等
を

中
心
に
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
24

日
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市
内
視
察
で
は
、
ハ
バ

ロ
フ
ス
ク
日
本
セ
ン
タ
ー
の
鏡
所
長
、
在
ハ

バ
ロ
フ
ス
ク
日
本
総
領
事
館
の
諸
富
副
領
事

か
ら
説
明
を
受
け
、
両
日
と
も
意
見
交
換
等

を
行
い
ま
し
た
。

　

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の

移
動
に
際
し
て
は
、
寝
台
列
車
「
オ
ケ
ア
ン

号
」
に
乗
車
し
、
北
の
大
地
を
駆
け
抜
け
る

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
旅
を
体
験
。
日
本
か
ら
最

も
近
い
極
東
地
域
の
二
大
都
市
の
観
光
と
食

を
堪
能
し
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
る

視
察
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

企
業
説
明
会
を
開
催

　

新
潟
市
雇
用
促
進
協
議
会
（
当
所
・
新
潟

市
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
潟
・
新
潟
市
内
の
企

業
３
４
５
社
で
構
成
）
は
、
7
月
18
日
、
朱

鷺
メ
ッ
セ
を
会
場
に
、
来
年
春
に
高
校
卒
業

予
定
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
企
業
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
１
３
３
６
人（
男
子
７
３
９
人

／
女
子
５
９
７
人
）
の
高
校
生
が
来
場
し
、

下
越
地
区
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
管
内
を
中
心
と
し

た
県
内
参
加
企
業
１
３
３
社
の
ブ
ー
ス
を
精

力
的
に
回
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
採
用
担

当
者
の
説
明
を
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
お
り
、

会
場
内
も
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
３
月
新
規
高
等
学
校
卒
業
者
の

正
式
な
応
募
は
９
月
５
日
か
ら
開
始
さ
れ
、

採
用
選
考
は
９
月
16
日
以
降
と
な
り
ま
す
。

　

雇
用
促
進
協
議
会
で
は
、
卒
業
ま
で
に
１

人
で
も
多
く
の
高
校
生
が
地
元
企
業
に
就
職

で
き
る
よ
う
各
機
関
が
連
携
し
、
就
職
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
求
人
等
の
お
問
合

せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
潟

若
者
し
ご
と
館 

学
卒
部
門
（
℡ 

２
４
０
―

４
５
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

笑
顔
と
歓
声
の
中
、
親
睦
を
深
め
る

商
工
ク
ラ
ブ
理
事
会
・
総
会
、納
涼
大
会

　

新
潟
商
工
会
議
所
会
員
の
親
睦
団
体
で
あ

る
商
工
ク
ラ
ブ（
理
事
長
：
南
波
秀
憲
副
会
頭
）

は
、
７
月
10
日
に
理
事
会
・
総
会
合
同
会
議

を
参
加
者
43
名
で
開
催
。
協
議
事
項
の
平
成

28
年
度
事
業
報
告
・
決
算
と
平
成
29
年
度
事

業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
諮
り
、
い
ず
れ
も

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
、
納
涼
大
会
に
は

79
名
が
参
加
し
、
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
親

睦
を
深
め
、
恒
例
の
抽
選
会
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

商
工
ク
ラ
ブ
は
当
所
の
会
員
の
方
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
ご
入
会
い
た
だ
け
ま
す
。

視
察
旅
行
や
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
も
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
入
会
く
だ
さ
い
。
お

問
い
合
わ
せ
は
当
所
総
務
課
（
℡
２
９
０
―

４
４
１
１
）
ま
で
。

コ
ス
タ
・
ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
号 

寄
港

イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
を
出
展

　

７
月
17
日
、
イ
タ
リ
ア
船
籍
の
ク
ル
ー
ズ

客
船
「
コ
ス
タ
・
ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
」
が
新

潟
東
港
に
寄
港
し
、
当
所
で
は
、
ウ
エ
ル
カ

ム
ボ
ー
ド
（
新
潟
う
ま
い
も
の
顔
出
し
パ
ネ

ル
）
を
設
置
し
て
、
歓
迎
ム
ー
ド
の
盛
り
上

げ
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

　

新
潟
東
港
で
は
、
今
年
４
月
に
「
セ
レ
ブ

リ
テ
ィ
・
ミ
レ
ニ
ア
ム
」
が
寄
港
す
る
な
ど
、

新
潟
開
港
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
機
運
が
高
ま
っ
て
お
り
、
８
月
29
日（
火
）

と
31
日（
木
）に
は
、
新
潟
西
港
へ
飛
鳥
Ⅱ
の

寄
港
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

２日目 ウラジオストクの金角湾・黄金橋にて

乗客に好評だった顔出しパネル

企業の説明を熱心に聞く高校生


